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研究成果の概要（和文）：国際アドバイザリーボードを組織し、豪国George Patton 博士、英国1946 年出生コ
ホートのMarcus Richards博士、英国ALSPAC研究のSarah Sullivan博士等との連携により、国際共同研究や日英
クロスコホート研究を行い、国際思春期保健に貢献する成果を挙げた。また、国際アドバイザリーボードメンバ
ーを招聘し、5度の国際ワークショップを開催した。若手の国際活動支援として、George Patton博士やTrevor 
Robbins 博士等の国際アドバイザリーボードメンバーのもとに長期派遣を行った。5名の派遣研究員から その成
果として 14 編の英文論文が発表された。

研究成果の概要（英文）：We organized an international advisory board to conduct international 
collaborative studies with Prof. George Patton from Australia, Prof. Marcus Richards from the 1946 
birth cohort study in the UK, and other collaborators, and a cross-cohort study between Japan and 
the UK in collaboration with Prof. Sarah Sullivan from ALSPAC study in the UK. The studies have 
achieved results that contribute to international adolescent health. In addition, we invited members
 of the International Advisory Board and held five international workshops. To support the 
international activities of young researchers, long-term dispatches were made to conduct research 
abroad under the supervision of international advisory board members such as Prof. George Patton of 
the University of Melbourne and Prof. Trevor Robbins of Cambridge University. These five dispatched 
researchers published 14 English papers as their achievements.

研究分野： 精神神経科学

キーワード： 思春期　主体価値　コホート研究　リカバリー　Well-being（ウェルビーイング）　国際共同研究　国
際比較研究　若手育成

  ５版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
国際アドバイザリーボードとの連携により、国際思春期保険に貢献する成果を挙げ、本領域はアジア思春期科学
の中心拠点となった。領域期間内に5度の主催国際ワークショップを行い、英国 1946 年出生コホートとの共同
研究により思春期の主体価値の形成の長期的人生ウェルビーイングへの影響が明らかになったことで、OECDに注
目されるなど、思春期主体価値概念を国際導出することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様式Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通） 

１．研究開始当初の背景 

先進国では少子高齢化が進み、社会的イノベーション発展のために、若者の能動性や活力の

重要性が増している。人間が人生の長期的行動をどのように自ら選択し、個人や社会の精神

的豊かさを発展させるかという問題を、思春期において飛躍的に形成される精神機能に注

目して理解する新しい学問領域の創出は喫緊の課題である。本領域は、思春期から形成され

る主体価値（personalized value）に注目して理解する新しい学問分野の創出を目指すもの

である。思春期科学が国際的に高まりを見せる一方、長期的生活行動を主体的に選択する動

因としての主体価値が、思春期にいかに形成されるかについて、実証的な研究は国際的にも

全く行われていない。本領域にて、脳科学、情報工学、発達疫学、精神医学、心理学を含む

学際的研究により、思春期主体価値の形成発展過程の解明が期待される。 

 

２．研究の目的 

海外の思春期科学研究拠点との密接な連携を構築することにより、1) コホート研究等にお

ける国際比較から、 思春期主体価値の形成・発展における日本に特異的な課題を抽出する、

2) 主体価値概念を普遍化し、世界の思春期科学のコミュニティに発信することにより、国

際的に思春期科学を学際化し、格段に発展させることに寄与することを目的とする。これら

の方針を策定・実施することにより、領域全体の国際展開を加速し、思春期科学国際連携ネ

ットワークの形成を実現する。 

 

３．研究の方法 

国際活動支援合同推進会議のもと、海外派遣ポスドクの選考や受け入れ先の調整を担う海

外派遣企画委員会を組織する。また、国際共同研究推進委員会を組織して、グローバルな国

際思春期学ネットワークを構築し、そのなかで本領域がアジアの代表拠点としての役割を

果たす。 

 



(1) コホート研究： 

思春期科学国際連携ネットワークのもとで選定した主体価値測定指標及び英国 ALSPAC 研

究チーム指標を用いた東京ティーンコホート（TTC）でのデータ収集及び解析を推進する。

TTC、英国 1946 年出生コホート研究、英国 ALSPAC 研究、豪国コホート研究のデータを基に、

英豪国等との共同研究を推進する。  

 

(2) 主体価値発展研究・基底生活行動研究： 

質的研究に基づく、価値の意識化、家族などとの価値の共有、目標を踏まえたアクションプ

ランプログラムを行なう。Mike Slade 博士との強固な連携体制を維持し、アクションプロ

グラムによる結果をまとめ、効果検証研究実施後、論文化、成果発信を行う。基底生活行動

研究は、平成 29 年度の英国派遣研究員が B01 研究代表村井のチームに常勤研究者として

加わり、英国 Trevor Robbins 博士との共同研究をさらに推進する 

 

(3) 海外研究者招聘： 

国際的に評価の高い海外研究者を招聘し、国際領域形成ワークショップを開催し、国際連携

ネットワークの構築・強化を推進する。平成 30年に、思春期保健科学のグローバルリーダ



ーである豪国の George Patton 博士、Susan Sawyer 博士、リカバリー研究の第 1 人者で

ある英国の Mike Slade 博士を招聘する。中でも Patton 博士は、Nature 誌の思春期特集

のレビュー論文の著者でもあり、本領域が国際的思春期研究に組み込まれていることを裏

付けている。平成 31年に、行動神経科学の大家である英国 Trevor Robbins 博士を招聘し、

京都にて国際ワークショップを開催する。 

 

(4) 海外派遣研究員： 

平成 29 年度に海外派遣企画委員会による厳正な審査にもとづき第 I期ポストドクターを選

抜し、国際アドバイザリーボードメンバーのもとへの長期派遣を通じて、国際連携ネットワ

ークの強化を図る。国際領域形成ワークショップを実施する。平成 30 年度に、海外派遣企

画委員会による厳正な審査にもとづき第 II 期ポストドクターを選抜し、長期派遣を通じて、

領域の国際的ネットワークを強化する。国際領域形成ワークショップを実施する。 

 

４．研究成果 

国際アドバイザリーボード（http://value.umin.jp/member.html）を組織し、Adolescent 

Health を国際的に先導している George Patton 博士、Susan Sawyer 博士、英国 1946 年

出生コホートをリードしている Marcus Richards 博士、英国 ALSPAC 研究の Sarah Sullivan

博士等との連携により、国際思春期保健に貢献する成果を挙げ、本領域はアジア思春期科学

の中心拠点となった。Patton & Sawyer 博士、Mike Slade 博士、Trevor Robbins 博士等の

国際アドバイザリーボードメンバーを招聘し、国際ワークショップを開催した。英国 1946 

年出生コホートとの共同研究により思春期の主体価値の形成の長期的人生ウェルビーイン

グへの影響が明らかにした (Yamasaki et al., 2021）ことで、OECD に注目されるなど、概

念を国際導出することができた。また、TTC と英国 ALSPAC 研究の日英クロスコホート研究

（Sullivan, Kasai, Nishida, 2021）などの成果が生まれた。 



 

主体価値発展研究では、Mike Slade 教授との密接な連携により、日本人においても英国の

パーソナルリカバリー概念が概ね当てはまることを示した（Kanehara et al., 2017）。一方

で、日本人特有の他者とのつながり、社会的規範からの解放などが回復に重要であることを

見出した（Kanehara et al., 2022）。若手研究者の国際活動支援については、国際思春期保

健の国際的リーダーの Melbourne 大学の Patton & Sawyer 博士や、基底生活行動の脳基

盤解明の第一人者である Cambridge 大学の Trevor Robbins 博士などの国際アドバイザリ

ーボードメンバーのもとに長期派遣を行った。これらの 5名の派遣研究員から その成果と

して 14 編の英文論文が発表された。 

 

 



５．主な発表論文等

〔雑誌論文〕　計102件（うち査読付論文　99件／うち国際共著　18件／うちオープンアクセス　80件）

2021年

2020年

2020年

2021年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1038/s41398-021-01242-9

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Identification and functional characterization of the extremely long allele of the serotonin
transporter-linked polymorphic region

Translational Psychiatry －

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 １．著者名  ４．巻
Ikegame Tempei、Hidaka Yosuke、Nakachi Yutaka、Murata Yui、Watanabe Risa、Sugawara Hiroko、Asai
Tatsuro、Kiyota Emi、Saito Takeo、Ikeda Masashi、Sasaki Tsukasa、Hashimoto Mamoru、Ishikawa
Tomohisa、Takebayashi Minoru、Iwata Nakao、Kakiuchi Chihiro、Kato Tadafumi、Kasai Kiyoto、Bundo
Miki、Iwamoto Kazuya

11

10.3389/fgene.2020.519206

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Establishment of Quantitative PCR Assays for Active Long Interspersed Nuclear Element-1
Subfamilies in Mice and Applications to the Analysis of Aging-Associated Retrotransposition

Frontiers in Genetics －

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Kuroki Ryota、Murata Yui、Fuke Satoshi、Nakachi Yutaka、Nakashima Jun、Kujoth Gregory C.、
Prolla Tomas A.、Bundo Miki、Kato Tadafumi、Iwamoto Kazuya

11
 １．著者名

10.1080/17439760.2020.1818809

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Interaction of adolescent aspirations and self-control on wellbeing in old age: Evidence from a
six-decade longitudinal UK birth cohort

The Journal of Positive Psychology 1～10

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Yamasaki Syudo、Nishida Atsushi、Ando Shuntaro、Murayama Kou、Hiraiwa-Hasegawa Mariko、Kasai
Kiyoto、Richards Marcus

－
 １．著者名

Adolescent Problem Gaming and Loot Box Purchasing in Video Games: Cross-sectional Observational
Study Using Population-Based Cohort Data

JMIR Serious Games e23886

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
10.2196/23886

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 ４．巻
Ide Soichiro、Nakanishi Miharu、Yamasaki Syudo、Ikeda Kazutaka、Ando Shuntaro、Hiraiwa-Hasegawa
Mariko、Kasai Kiyoto、Nishida Atsushi

9
 １．著者名

 ２．論文標題  ５．発行年



2021年

2020年

2020年

2021年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.3389/fpsyg.2021.600941

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
The Association Between Locus of Control and Psychopathology: A Cross-Cohort Comparison Between
a UK (Avon Longitudinal Study of Parents and Children) and a Japanese (Tokyo Teen Cohort)
Cohort

Frontiers in Psychology 1222

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Sullivan Sarah、Yamasaki Syudo、Ando Shuntaro、Endo Kaori、Kasai Kiyoto、Culpin Iryna、Dardani
Christina、Zammit Stanley、Nishida Atsushi

12
 １．著者名

10.1093/schizbullopen/sgaa046

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The Prevalence of Psychotic Experiences in Autism Spectrum Disorder and Autistic Traits: A
Systematic Review and Meta-analysis

Schizophrenia Bulletin Open －

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kiyono Tomoki、Morita Masaya、Morishima Ryo、Fujikawa Shinya、Yamasaki Syudo、Nishida Atsushi、
Ando Shuntaro、Kasai Kiyoto

1
 １．著者名

10.1016/j.psychres.2020.113440

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Long and short sleep duration and psychotic symptoms in adolescents: Findings from a cross-
sectional survey of 15 786 Japanese students

Psychiatry Research 113440

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Morishima Ryo、Yamasaki Syudo、Ando Shuntaro、Shimodera Shinji、Ojio Yasutaka、Okazaki Yuji、
Kasai Kiyoto、Sasaki Tsukasa、Nishida Atsushi

293
 １．著者名

10.1016/j.acap.2020.10.011

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Bullying Across Late Childhood and Early Adolescence: A Prospective Cohort of Students Assessed
Annually From Grades 3 to 8

Academic Pediatrics 344～351

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Fujikawa Shinya、Mundy Lisa K.、Canterford Louise、Moreno-Betancur Margarita、Patton George C. 21

 １．著者名
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2019年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1002/eat.23202

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Use of social networking sites and desire for slimness among 10‐year‐old girls and boys: A
population‐based birth cohort study

International Journal of Eating Disorders 288～295

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Sugimoto Noriko、Nishida Atsushi、Ando Shuntaro、Usami Satoshi、Toriyama Rie、Morimoto Yuko、
Koike Shinsuke、Yamasaki Syudo、Kanata Sho、Fujikawa Shinya、Furukawa Toshiaki A.、Sasaki
Tsukasa、Hiraiwa‐Hasegawa Mariko、Kasai Kiyoto

53

10.1016/j.neuroimage.2020.117083

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Association between duration of breastfeeding based on maternal reports and dorsal and ventral
striatum and medial orbital gyrus volumes in early adolescence

NeuroImage 117083

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Koshiyama D、Okada N、Ando S、Koike S、Yahata N、Morita K、Sawada K、Morita S、Kawakami S、
Kanata S、Fujikawa S、Sugimoto N、Toriyama R、Masaoka M、Araki T、Kano Y、Endo K、Yamasaki S、
Nishida A、Hiraiwa-Hasegawa M、Kasai K

220

10.1038/s41598-020-70507-y

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Longitudinal association between adolescent work values and mental health and well-being in
adulthood: a 23-year prospective cohort study

Scientific Reports 13547

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Fukasawa Maiko、Watanabe Kazuhiro、Nishi Daisuke、Kawakami Norito 10

 １．著者名

10.1093/schbul/sbaa075

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Promoter Activity-Based Case-Control Association Study on SLC6A4 Highlighting Hypermethylation
and Altered Amygdala Volume in Male Patients With Schizophrenia

Schizophrenia Bulletin 1577～1586

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Ikegame T、Bundo M、Okada N、Murata Y、Koike S、Sugawara H、Saito T、Ikeda M、Owada K、Fukunaga
M、Yamashita F、Koshiyama D、Natsubori T、Iwashiro N、Asai T、Yoshikawa A、Nishimura F、
Kawamura Y、Ishigooka J、Kakiuchi C、Sasaki T、Abe O、Hashimoto R、Iwata N、Yamasue H、Kato T、
Kasai K、Iwamoto K

46
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2020年

2020年

2019年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1371/journal.pone.0225454

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著
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Personal values in adolescence and psychological distress in adults: A cross-sectional study
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PLOS ONE e0225454

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －
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10.3390/ijerph17030884

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Dog and Cat Ownership Predicts Adolescents’ Mental Well-Being: A Population-Based Longitudinal
Study

International Journal of Environmental Research and Public Health 884～884
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オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

言語・運動発達からみた思春期精神病症状体験と自閉スペクトラム傾向：大規模出生コホートと母子手帳情報を用いた解析

神経性やせ症患者の体重認識への マインドフルネス介入の影響およびその神経基盤

10.1038/s41598-021-01146-0

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Birth order and prosociality in the early adolescent brain

Scientific Reports 1-14

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Okada N、Yamamoto Y、Yahata N、Morita S、Koshiyama D、Morita K、Sawada K、Kanata S、Fujikawa
S、Sugimoto N、Toriyama R、Masaoka M、Koike S、Araki T、Kano Y、Endo K、Yamasaki S、Ando S、
Nishida A、Hiraiwa-Hasegawa M、Yokoyama C、Kasai K
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10.3389/fnetp.2021.755685

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Criticality in the Healthy Brain

Frontiers in Network Physiology -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Shi Jifan、Kirihara Kenji、Tada Mariko、Fujioka Mao、Usui Kaori、Koshiyama Daisuke、Araki
Tsuyoshi、Chen Luonan、Kasai Kiyoto、Aihara Kazuyuki

1
 １．著者名



2020年

2020年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

NeurIPS（国際学会）

第61回日本児童青年精神医学会総会

第116回日本精神神経学会学術総会

2021 Congress of the Schizophrenia International Society（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

磯部昌憲

磯部昌憲

Yamasaki Syudo, Nishida Atsushi, Ando Shuntaro

Yu Takagi, Steven W. Kennerley, Jun-ichiro Hirayama, Laurence T. Hunt

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Reciprocal relationships among psychotic symptoms, suicidal behaviour and help-seeking in adolescence: Evidence from Tokyo
Teen Cohort Study

Demixed shared component analysis of neural population data from multiple brain areas

 １．発表者名

摂食障害の早期発見と早期対応

摂食障害とファッション産業



2020年

2021年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

International Conference on Eating Disorders (ICED) 2020（国際学会）

CINP2021 Virtual Congress（国際学会）

第41回日本生物学的精神医学会

第41回日本生物学的精神医学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Isobe M, Noda T, Tose K, Mishima R, Noma S

Isobe M, Hook RW, Chamberlain SR

森 麻子，岡田 剛，高村真広，高垣耕企，横山仁史，市川奈穂，柴崎千代，吉野敦雄，岡本泰昌，山脇成人

森 麻子，岡田 剛，岡本泰昌

 ４．発表年

Effect of mindfulness intervention on weight recognition among patients with anorexia nervosa and its underlying neural
basis

Social Cognition, not General Cognition, modified with a Selective Adenosine A2A Receptor Antagonist

安静時脳結合による報酬予測時の腹側線条体活動予測

うつの報酬予期障害に関する脳機能画像研究

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

第115回日本精神神経学会

第115回日本精神神経学会

第60回日本児童青年精神医学会総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第14回日本統合失調症学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

山崎修道、安藤俊太郎、遠藤香織、小池進介、長谷川眞理子、笠井清登、西田淳志

思春期発来前後での思春期精神病症状体験と自殺関連行動・抑うつ症状の関係～思春期出生コホートによるエビデンス

INDIGO READ研究の紹介と日本サイトでの実践

児童思春期における微量なリチウム摂取とメンタルヘルス

相対年齢とウエルビーイングの関係：媒介要因の検討

安藤俊太郎、山口創生、小川亮、小塩靖崇、市橋香代、近藤伸介、藤井千代、笠井清登

安藤俊太郎、西田淳志、山﨑修道、笠井清登

安藤俊太郎



2019年

2019年

2019年

2019年

第60回日本児童青年精神医学会総会

第60回日本児童青年精神医学会総会

第60回日本児童青年精神医学会総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

西田淳志

梶奈美子

藤川慎也

Kanehara A, Koike H, Fujieda Y, Yajima S, Kabumoto A, Morita K, Kumakura Y, Kanata S, Nochi M, Kasai K

7th European Conference on Schizophrenia Research（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 １．発表者名

養育といじめの関連の縦断的検討：Tokyo Teen Cohort study

The concept and facilitators of personal recovery for mental health service users in Japan.

母子保健と思春期精神保健を連続的にとらえた地域保健戦略：母子手帳の科学的活用

日本におけるChildren with Special Health Care Needs

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AsCNP（国際学会）

AsCNP（国際学会）

7th European Conference on Schizophrenia Research（国際学会）

Kasai K

Kasai K

 ３．学会等名
-（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Using translatable brain markers to understand pathophysiology of early psychosis.  International symposium on redox in
psychosis risk.

Asian Consortium on MRI studies in Psychosis project.

Neurometabolic basis of subclinical psychotic experiences in early adolescents.

Support for adolescents and young adults (AYA) with 22q11.2 deletion syndrome.

 １．発表者名

 １．発表者名

Okada N, Yahata N, Koike S, Ando S, Nishida A, Kasai K

Kumakura Y, Hamada J, Ogawa T, Kanehara A, Morishima R, Noriko O, Fukuda M, Kasai K



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

7th European Conference on Schizophrenia Research（国際学会）

Usui K, Kirihara K, Tada M, Fujioka M, Koshiyama D, Koike S, Araki T, Kasai K

Okada N, Yahata N, Koike S, Ando S, Nishida A, Kasai K

Kasai K, Kwon JS

Azuma H, Tanaka R, Nakai M, Araki T, Koguchi A, Mitsutake A, Toda T, Kondo S, Kasai K

 ３．学会等名

7th European Conference on Schizophrenia Research（国際学会）

7th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Psychopathological symptoms associated with global functional outcome in ultra-high-risk individual and patients with first-
episode psychosis.

Neurometabolic basis of subclinical psychotic experiences in early adolescents.

Personalized intervention in psychiatric disorders: bio-typing neuromodulation and response prediction.

Anti-NMDA Receptor Encephalitis Initially Diagnosed as Hashimoto Encephalopathy.

7th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

7th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

7th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

7th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

Zhu Y, Nakatani H, Yassin W, Okada N, Abe O, Yamasue H, Kasai K, Koike S

Morimoto C, Yamasue H, Kasai K, Koike S

Kawakami S, Okada N, Morita K, Koshiyama T, Morita S, Kasai K

Morishima R, Ando S, Araki T, Usami S, Kasai K

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Machine learning-based prediction of schzophrenia spectrum.

Characterization of Cerebellar structures and its relationship with clinical symptoms in schizophrenia and autism spectrum
disorder.

Image analysis on discrepancy between subjective and objective evaluation of depression: Resting-state fMRI study.

Living in temporary housing and psychological distress after the Great East Japan Earthquake.

 １．発表者名

 １．発表者名

7th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名
7th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

7th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

Kiyono T, Morita M, Morishima R, Ando S, Kasai K

Usui K, Kirihara K, Tada M, Fujioka M, Koshiyama D, Koike S, Suga M, Araki T, Kasai K

Fujioka M, Kirihara K, Koshiyama D, Tada M, Nagai T, Usui K, Koike S, Suga M, Araki T, Kasai K

Morishima R, Yamasaki S, Ando S, Shimodera S, Ojio Y, Okazaki Y, Kasai K, Sasaki T, Nishida A

7th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

7th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Autism spectrum and psychotic experiences.

Longitudinal relations between psychopathological symptoms and global functional outcome in ultra-high-risk individuals and
patients with first-episode psychosis.

Mismatch negativity predicts remission and neurocognitive function in individuals at ultra-high risk for psychosis.

Sleep duration and psychotic syomptons in adolescents: Findings from the population-based study.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

NCCR-IRCN “22q” Workshop（国際学会）

2019 Conference on Cognitive Computational Neuroscience（国際学会）

WFSBP Asia Pacific Regional Congress of Biological Psychiatry（国際学会）

Kasai K

Takagi Y, Yoshida W, Tanaka C. S

Koike S, Sakakibara E, Satomura Y, Sakurada H, Yamagishi M, Matsuoka J, Okada N, Kasai K

Murata Y, Bundo M, Ueda J, Ohnishi A, Kubota-Sakashita M, Ikegame T, Suhara T, Kasai K, Kato T, Iwamoto K

WFSBP Asia Pacific Regional Congress of Biological Psychiatry（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Translatable neurophysiological & neuroanatomical markers for psychosis.

Model abstraction for model-based reinforcement learning in the human orbitofrontal cortex

The difference in brain activity of the prefrontal cortex between schizophrenia, bipolar disorder, and major depression.

Investigation of abnormal molecular pathways in LINE-1 regulation in the brain using embryonic poly(I:C) model mouse.

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

WFSBP Asia Pacific Regional Congress of Biological Psychiatry（国際学会）

RIKEN CBS Summer Program 2018（招待講演）（国際学会）

脳とこころの研究 第4回公開シンポジウム

 ３．学会等名

Kasai K

笠井清登

Okada N, Hashimoto R, Ozaki N, Kasai K

Araki T, Kirihara K, Koshiyama D, Nagai T, Tada M, Fujioka M, Usui K, Kasai K

WFSBP Asia Pacific Regional Congress of Biological Psychiatry（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Neuroimaging and neurophysiological investigations into schizophrenia.

思春期のこころの成長と不調からの回復．

Circuits/physiology biomarkers based on RDoC.

Mismatch negativity in schizophrenia.

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第4回九州DPAフォーラム（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

脳とこころの研究 第4回公開シンポジウム

笠井清登

笹林大樹、高柳陽一郎、高橋努、小森祐子、片桐直之、佐久間篤、小原千佳、小池進介、中村美保子、古市厚志、木戸幹雄、西川祐美子、
野口京、山末英典、松本和紀、水野雅文、笠井清登、鈴木道雄

多田真理子、小池進介、笠井清登

笠井清登

第22回日本精神保健・予防学会学術集会

第22回日本精神保健・予防学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

閾値下精神病体験を認める思春期早期の児における脳皮質下体積の左右バランスの変化に関する検討．

ARMS群における大脳皮質厚の変化と機能的転帰との関連

今後の多施設共同研究における早期精神病の評価・診断のあり方．

人生行動科学にもとづく統合失調症の理解と支援

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第53回コンボ亭月例会

第48回日本神経精神薬理学会

第34回Wakoワークショップ

笠井清登

日高洋介、池亀天平、菅原裕子、清田恵美、笠井清登、石川智久、橋本衛、竹林実、文東美紀、岩本和也

笠井清登

笹林大樹、高柳陽一郎、高橋努、小森祐子、西山志満子、片桐直之、佐久間篤、小原千佳、小池進介、山末英典、中村美保子、古市厚志、
木戸幹雄、西川祐美子、笠井清登、松本和紀、水野雅文、鈴木道雄．

第18回精神疾患と認知機能研究会．

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

あなたの価値観を大切にする統合失調症の新しい理解と支援

5HTTLPRのハイスループットジェノタイピング法による新規多型の同定．

精神疾患のリバーストランスレーショナルリサーチ．

精神病発症危険群における脳回形成の変化と認知機能障害との関連．

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 40th Annual Meeting of Japanese Society of Biological Psychiatry

The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

 ３．学会等名

Kiyoto Kasai, Gregory A. Light

Koshiyama D, Kirihara K, Tada M, Nagai T, Fujioka M, Usui K, Koike S, Suga M, Araki T, Kasai K

藤岡真生、切原賢治、越山太輔、多田真理子、永井達哉、臼井香、小池進介、管心、荒木剛、笠井清登

Kasai K

第18回精神疾患と認知機能研究会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Mismatch negativity as a translatable biomarker bridging a gap between animal model and human diseases.

MMN in human adolescence and in early psychosis.

ミスマッチ陰性電位は精神病ハイリスク者の寛解をよび認知機能を予測する．

Neurophysiological investigations into early psychosis using translatable brain markers.

 １．発表者名

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

Kunii N, Ishishita Y, Shimada S, Tada M, Kirihara K, Uka T, Kasai K, Saito N

Bundo M, Ueda J, Nishioka M, Kiyota E, Kasai K, Kato T, Iwamoto K

Morita K, Miura K, Fujimoto M, Yamamori H, Yasuda Y, Kudo N, Azechi H, Okada N, Koshiyama D, Kawakami S, Morita S, Ikeda M,
Kasai K, Hashimoto R

Takamura T, Nakamura T, Yoshinaga K, Ogata Y, Ozaki N, Kasai K, Hashimoto R, Hanakawa T

The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Human ECoG study on the lateral superior temporal gyrus: deviance detection versus adaptation.

Developing a method for detection of LINE-1 and its application to single brain cells.

Eye movement abnormalities and their association with cognitive impairments in schizophrenia.

Resting-state functional connectivity MRI classification of major depressive disorder in multi-site data.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

Tada M, Kirihara K, Ishishita Y, Kunii N, Shimada S, Ibayashi K, Saito N, Uka T, Kasai K

Tanaka T, Nishimura F, Kakiuchi C, Kasai K, Kimura M, Haruno M

Zhao Z, Jinde S, Koike S,Yoshikawa A, Satomura Y, Bundo M, Iwamoto K, Kakiuchi C, Kasai K

澤田欣吾、榊原英輔、金原明子、小池春菜、藤枝由美子、管心、宮本有紀、福田正人、笠井清登

第114回日本精神神経学会学術総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Localization and characteristics of auditory steady-state response (ASSR) in the human electrocorticogram (ECoG).

nteractive effects of OXTR and GAD1 on envy-associated behaviors and neural responses.

Involvement of microRNAs in first-episode psychosis.

統合失調症患者に対する臺式簡易客観的精神指標（UBOM）の有用性についての検討

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2017年

2017年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第113回 日本精神神経学会学術総会（招待講演）

平成29年度 国際思春期科学ワークショップ

第13回日本統合失調症学会

 ３．学会等名

金田渉・藤川慎也・鳥山理恵・遠藤香織・森本裕子・小池進介・山崎修道・安藤俊太郎・西田淳志・長谷川眞理子・笠井清登

金原明子、熊倉陽介、笠井清登

笠井清登

笠井清登・金原明子・熊倉陽介

日本小児科学会・第13回思春期医学臨床講習会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

乳幼児期の発達指標と10歳時夜尿との関連   地域住民代表調査 Tokyo Early Adolescent Survey：T-EAS より

統合失調症はどこまで治るか　「リカバリーの視点から」

思春期・AYA世代支援の科学．

リカバリーをどのように共同創造できるのか　ー主体価値の視点から How can we co-product personal recovery?  From the viewpoint
of personalized value シンポジウム 28（ S28-3）統合失調症のリカバリーガイドライン―当事者との coproduction（共同創造）

 １．発表者名

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The 16th Congress of the International Federation of Psychiatric Epidemiology（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

6th BESETO（国際学会）

Kanehara A, Kumakura Y, Kanata S, Fujieda Y, Koike H, Morita K, Yamaguchi S, Miyamoto Y, Nochi M, Fukuda M, Kasai K

Kanehara A, Kumakura Y, Kanata S, Fujieda Y, Koike H, Morita K, Yamaguchi S, Miyamoto Y, Nochi M, Fukuda M, Kasai K.

Kumakura Y, Kanehara A, Kanata S, Natsukari I, Kondo S, Ichihashi K, Suga M, Miyamoto Y, Ikebuchi E, Fukuda M, Kasai K:

Fujikawa S, Ando S, Nishida A, Usami S, Koike S, Yamasaki S, Morimoto Y, Toriyama R, Kanata S, Sugimoto N, Sasaki T,
Furukawa T, Hasegawa M, Kasai K

6th European Conference on Schizophrenia Research（国際学会）

6th European Conference on Schizophrenia Research（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Development of a framework of recovery for mental health service users in Japan

Development of a framework of recovery for mental health service users in Japan

Development of a question prompt sheet for schizophrenia: dissemination strategies to raise awareness of shared decision
making (SDM) in Japan.

Slapping as a parental disciplinary practice, warm parenting and bullying involvement in early adolescence: a longitudinal
cohort study

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2018年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 21st International Epidemiological Association World Congress of Epidemiology（国際学会）

The 16th Congress of the International Federation of Psychiatric Epidemiology（国際学会）

The World Psychiatric Association’s Thematic Congress（国際学会）

Ando S

Ando S, Nishida A

Fujikawa S, Ando S, Nishida A, Patton G, Hasegawa M, Kasai K

藤枝由美子、石橋綾、矢島明佳、清水希実子、管心、金原明子、石浦朋子、宮本有紀、近藤伸介、笠井清登

第12回日本統合失調症学会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The Tokyo Teen Cohort study: an adolescent cohort study with life course approach

Tokyo Teen Cohort Study

Parental corporal punishment and later bullying: a community cohort study in early adolescence

ピアスタッフ導入に向けての取り組み：A病院デイケアでのニーズ調査

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第12回日本統合失調症学会

第12回日本統合失調症学会

第12回日本統合失調症学会

 ３．学会等名

江口聡、管心、藤枝由美子、夏堀龍暢、山崎修道、笠井清登

清水希実子、塩原裕理、藤枝由美子、飯田美恵、金原明子、管心、芳賀信彦、笠井清登

土屋麻衣子、谷元子、金原明子、太田和佐、小池進介、笠井清登

太田和佐、谷元子、土屋麻衣子、金原明子、多田真理子、管心、小池進介、笠井清登

第12回日本統合失調症学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

A病院におけるメタ認知訓練法の効果の検討

東京大学医学部附属病院における精神障害者試験的雇用の実践報告

「こころのリスク外来」メール受診相談におけるPRIME-Jスクリーニングの活用

テキストマイニング分析を用いた精神科医療機関への支援要請過程に関する調査

 １．発表者名

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第12回日本統合失調症学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第12回日本統合失調症学会

坂井隆太郎、松本衣美、宮本有紀、小川亮、熊倉陽介、森田康子、千葉理恵、西大輔、山口創生、島津明人、近藤伸介、笠井清登

松本衣美、坂井隆太郎、宮本有紀、小川亮、熊倉陽介、森田康子、千葉理恵、西大輔、山口創生、島津明人、近藤伸介、笠井清登

宮本有紀、小川亮、坂井隆太郎、松本衣美、山田理絵、熊倉陽介、森田康子、千葉理恵、山口創生、西大輔、島津明人、近藤伸介、笠井清
登

千葉理恵、宮本有紀、山口創生、西大輔、島津明人、近藤伸介、笠井清登

第12回日本統合失調症学会

第12回日本統合失調症学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

リカバリーを支援するプログラムについて：英国に置けるリカバリーカレッジ運営の実態から

英国リカバリーカレッジの効果について：文献レビュー

主体的参加によるリカバリー促進実践：英国リカバリーカレッジの提供する講座内容の分析

精神保健サービスおよびサービスに関わる人のリカバリー志向性に関連する評価尺度：文献レビュー

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第12回日本統合失調症学会

第12回日本統合失調症学会

第12回日本統合失調症学会

管心、西村幸香、川久保友紀、湯本真人、笠井清登

越山太輔、切原賢治、多田真理子、永井達哉、荒木剛、笠井清登

山崎修道、安藤俊太郎、小池進介、藤川慎也、金田渉、遠藤香織、森本裕子、宇佐美慧、長谷川眞理子、笠井清登、西田淳志

笠井清登

次世代脳プロジェクト：冬のシンポジウム

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

統合失調症患者を対象に脳磁計を用いた単一課題中のduration/frequency MMNの測定

精神病性障害の早期段階に置けるミスマッチ陰性電位の縦断研究

母体の妊娠早期糖尿病罹患と10歳児の精神病症状体験・抑うつの縦断的関連

「新学術領域研究：思春期主体価値」紹介

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第20回日本精神保健・予防学会

第20回日本精神保健・予防学会

第11回山口県統合失調症研究会（招待講演）

 ３．学会等名

安藤俊太郎、西田淳志、宇佐美慧、小池進介、山崎修道、金田渉、藤川慎也、 古川壽亮、長谷川眞理子、笠井清登

笠井清登

笠井清登

金原明子、熊倉陽介、金田渉、中野彰夫、笠井清登

第49回精神神経系薬物治療研究報告会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

思春期メンタルヘルスと援助希求

思春期主体価値学にもとづく統合失調症の理解と支援

統合失調症の病態解明へのアプローチ

こころの健康教育教材を用いた出前授業の実施：実践報告

 １．発表者名

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第24回日本摂食障害学会学術集会・シンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第38回日本生物学的精神医学会

池亀天平、文東美紀、菅原裕子、小池進介、近藤健治、池田匡志、才田晴美、浅井竜朗、吉川茜、西村文親、河村代志也、垣内千尋、佐々
木司、石郷岡純、岩田仲生、加藤忠史、笠井清登、岩本和也

笹林大樹、高柳陽一郎、小池進介、山末英典、片桐直之、佐久間篤、中村美保子、高橋努、古市厚志、木戸幹雄、西川祐美子、松本和紀、
水野雅文、笠井清登、鈴木道雄

菅原裕子、文東美紀、池亀天平、近藤健治、池田匡志、岩田仲生、石郷岡純、笠井清登、加藤忠史、岩本和也

磯部昌憲

第38回日本生物学的精神医学会

第38回日本生物学的精神医学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

双極性障害および統合失調症患者末梢血で認められるSLC6A4プロモーターの高メチル化

At-risk mental stateにおける脳回の過形成

統合失調症と双極性障害におけるエピゲノム要因の共通性と特異性についての検討

神経性やせ症と脳内報酬系

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第43回日本生物学的精神医学会

8th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

8th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

森麻子、岡田剛、横山仁史、高村真広、高垣耕企、市川奈穂、吉野敦雄、岡本泰昌

Furukawa Y, Oguro S, Obata S, Hamza T, Edoardo G Ostinelli, Kasai K

Kanehara A, Morishima R, Takahashi Y, Usui K, Sato S, Uno A, Sawai Y, Kumakura Y, Yagishita S, Morita K, Okada N, Ando S,
Koike S, Shibuya T, Joseph S, Kasai K

Morishima R, Koike H, Kanehara S, Usui K, Okada N, Ando S, Kasai K

8th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

うつ病における安静時脳内報酬系ネットワークの変化

Optimal dose of brexpiprazole for augmentation therapy of antidepressant-refractory depression: Protocol for a systematic
review and dose-effect meta-analysis

Young carers in Japan: Reliability and validity testing of the BBC/University of Nottingham young carers survey
questionnaire and prevalence estimation in 5,000 adolescents

School Closures due to COVID-19 and Mental Health Symptoms after School Reopening in Japan

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

8th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

8th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

8th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Koike S, Morita K, Okada N, Xin Yu, Jun Soo Kwon, Kasai K

Zhao Z, Jinde S, Kasai K

Tanaka M, Kanehara A, Morishima R, Kumakura Y, Okouchi N, Nakajima N, Hamada J, Ogawa T, Tamune H, Nakahara M, Jinde S, Kano
Y, Kasai K

Kanehara A, Koike H, Fujieda Y, Yajima S, Kabumoto A, Kumakura Y, Morita K, Miyamoto Y, Nochi M, Kasai K

8th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

The progress of the Asian Consortium on MRI studies in Psychosis (ACMP)

Gene expression analysis of the globus pallidus in a mouse model of 22q11.2 deletion syndrome

Developmental changes in educational challenges at schools for children and adolescents with 22q11.2 deletion syndrome

Culture-dependent and universal constructs and promoting factors for the process of personal recovery

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

〔図書〕　計2件

2018年

2016年

〔産業財産権〕

 １．著者名

 １．著者名

 ４．発行年

 ４．発行年

笠井清登、宮本有紀、福田正人

笠井清登、村井俊哉、三村將、岡本泰昌、近藤伸介、大島紀人（編）

 ２．出版社
医歯薬出版 141

 ３．書名

 ３．書名

別冊医学のあゆみ・統合失調症UPDATE:脳・生活・人生の統合的理解にもとづく価値医学の最前線

精神科研修ノート第二版

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数 ２．出版社
診断と治療社 640

 ２．発表標題

 ２．発表標題

8th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

8th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Usui K, Kirihara K, Araki T, Tada M, Koshiyama D, Fujioka M, Nishimura R, Ando S, Koike S, Kasai K

Omileke F, Okada N, Kasai K

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

Development of mismatch negativity is associated with psychological difficulties in adolescence

Betaine and Structural Changes in Schizophrenia



〔その他〕

６．研究組織

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計4件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

オーストラリア メルボルン大学 マードック小児研究所

カナダ トロント大学

オーストリア ウィーン大学

英国 ロンドン大学 ブリストル大学 ケンブリッジ大学 他2機関

米国 カリフォルニア大学 フォーダム大学 ハーバード大学

中国 北京大学

韓国 ソウル大学

国際思春期科学ワークショップ・特別講演

2019年～2019年

2018年～2018年

2017年～2017年

2016年～2016年

共同研究相手国 相手方研究機関

 国際研究集会

 国際研究集会

 開催年

 開催年

 開催年

 開催年

国際思春期科学ワークショップ・特別講演

国際思春期科学ワークショップ・特別講演

国際思春期科学ワークショップ・特別講演

東京ティーンコホートホームページ 
http://ttcp.umin.jp/ 
脳・生活・人生の統合的理解にもとづく思春期からの主体価値発展学ホームページ 
http://value.umin.jp/index.html
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（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

 国際研究集会

 国際研究集会


